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垂水市新城地区の生きがい作り、仲間づくりを目指した特色ある公民館活動
垂水市新城地区地域振興計画策定委員会

はじめに
垂水市は、大隅半島の北西部、鹿児島湾に面するほぼ中

央、県都鹿児島市と大隅半島を結ぶ要所に位置している。

北に霧島市、西に桜島、東には高隅連山を境として鹿屋市

に接し、面積は162㎢で37㎞に及ぶ海岸線を有している。

基幹産業はブリ・カンパチの養殖に加え、温暖な気候を活

かした枇杷・柑橘類等の果実やキヌサヤ、インゲン等の栽

培も盛んである。高隅山系を源に地底から湧き出る温泉水

は、豊富な天然ミネラルをバランスよく含む健康飲料水と

して親しまれている。

新城地区は、市街地から南へ８㎞、人口約1,050人、戸数

約600戸で国道220号線沿いの田園地帯に集落が点在してい

る。少子高齢化が進み、米、玉ねぎを中心に小規模農家が

多い地区である。

歴史的には、江戸時代は薩摩藩島津家の一門家である垂

水島津家の分家、新城島津家が治め、文化財が多く残され

ており、文教をとても大事にし、まとまりのある人情豊な

地域である。

これまでの公民館を中心にした地域づくりが高く評価さ

れ、文部大臣賞、農林水産大臣賞をはじめ数々の賞を受け

てきた。

新城公民館では平成24年10月に市の指導の元「新城づく

り10年計画」を立てた【写真 1 】。タイトルは「人情、豊

かな自然と歴史に抱かれた住みよい郷　新城をめざして」

とし、 8 つの行動計画を掲げ、実行に踏み込んだ。「住みよ

い郷」の根底にあるのが「生きがいつくり、仲間づくりを

目指した特色ある公民館活動」である。特色ある公民館活

動をとおして地域振興計画を達成しようとしている。今回

はその取り組みについて報告したい。

１．地域振興計画づくりと活動の実際
計画の策定は公民館総会で30人からなる計画策定委員会

を立ち上げ、 8 回の委員会を経て纏まった。その間、先進

地の研修や鹿児島大学の専門家との意見交換、市の関係課

長等との話し合いも持った。目標設定は前期・中期・後期

の目標設定時期は掲げたが、数値目標の設定は難しかった。

８つの行動計画と 5 年経っての状況を示す【表 1 】。

２．新城地区における	6	つの「特色

ある公民館活動」

（1） 仲間づくりの拠点となる「グラウンドゴルフ

場」の建設と活用

平成24年度、新城地区の地域振興計画を受けて、グラウ

ンドゴルフ場作りを始めた。地区で管理するグランドゴル

フ場の建設は、新城地区の高齢者が気軽に外にでかけ、交

流できる身近な場所をつくりたいという願いから構想し

た。したがって、かねてより準備を進めていたゴルフ場建
【写真１】新城づくり 10 年計画
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【表 2 】新城づくり計画（地域振興計画）pp.16-17 より抜粋

【表 1 】 8 つの行動計画の概要

番
号 地域振興計画のテーマ 成　　　　　果

「特色ある公民館活動」への関わ

り【詳細は次節参照】

1 地区で管理するグラウンドゴル

フ場を持ちたい

住民からの土地提供とボランテ

イア活動により達成した。

館長自ら旗を振って行動し実現

した。振興計画に掲げた成果。

【 2 .（1）】

2 地域で空き家対策を考える 仕組み作り等少しずつ進展して

いる。

3 「新城ふるさと先生グループ」等

の活動を発展させたい

様々なテーマに取り組み、活躍

している。

「新城ふるさと先生グループ」の

活躍は各種の活動へ展開してい

る。【 2 .（4）】

4 農林業、漁業で生活ができる方

法を考えていく

現状把握を含め進んでいない。

5 「おたけどんの郷」にもっと工夫

を加えたい

会長交代もあり、いくつか改善

されている。

活性化は大きなテーマ。「ふるさ

と便」と連動する。【 2 .（2）】

6 南中跡地を地域と垂水市のため

に活用したい

跡地が第 3 者に売却されたの

で、対応出来なかった。

7 住環境を整備し、もっと住みよ

い郷にしたい

振興会レベルの対応は出来てい

るが、工事を伴うような市のレ

ベルのものは手つかずである。

8 郷土のシンボル「おたけどん」

を大事にしたい

眺望を妨げていた杉の伐採、鉄

道公園に常設舞台を作るなど取

組は進んでいる。

「新城の風」の活躍期待。【 2 .（3）】
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設は、新城計画づくりの第一番の行動計画に掲げた【表 2 】。

実際の建設に向けては、場所探しが大変だったが、事業

に賛同された 2 人から隣接土地4,000㎡の寄贈を受けた。20

年近くの耕作放棄地の為、荒地状態であったが、重機も活

用した住民のボランテイア活動により、ほぼ１年で完成し

た。平成25年12月には地区をあげて、完成記念大会を開催

し、夜は農林水産大臣賞受賞と完成記念のダブル祝賀会を

盛大に行った。翌年は国の交付事業で、事務所などの交流

拠点施設を完成させた。現在は月４回の月例大会や地区外

のメンバー、三々五々のプレーも催されている。地域民の

交流、健康維持に大きく貢献している。

（2） 地域の活動の拠点として、農産物直売所「おた

けどんの郷」を活性化

新城地区は地域の活性化を図る目的で、市農林課の支援

のもと、平成17年に「むらづくり活性化戦略プラン」を作

成した。第一の柱は地元農産物の直売所の建設である。直

売所の名称は、新城地区の中心にある山（城址跡）の名前

をとって「おたけどんの郷」とした【表 3 】。

目的は、高齢化が進んだ農家の就労意欲の向上と地域住

民の交流の場の創出である。地元農産物を販売し、収入を

得ることで生産意欲が高まり、直売所を訪れる方とのふれ

あいが地域に活力を与え、交流の場となっている。生花な

どを求めて地域外からの来訪者も多い。老齢化の為、ふく

れ菓子の製造販売はなくなったが、地元で捕れる水産物販

売も手掛けている。昨年開設10周年を迎え、売り上げも年

1,000万円を超えるまでになった。第 2 の柱は「ふるさと便」

と名つけた地元特産品の発送である。春と秋の年 2 回、地

区外の希望者に新米や新玉ねぎなどのふるさとの味と香り

の詰め合わせを届け、好評を得ている。出荷者会員も70人

を超え、地域活性化への大きな原動力となっている。しか

し来年末には隣町に「南の拠点」と称する、道の駅が出来

るとされている。どのような影響を受けるか心配である。

（3） 若手による村おこしグループ「新城の風」の活躍

「新城の風」グループの活躍で、新城での最大の祭り「納

涼祭」が大きく変わった。平成18年から、それまで公民館

が担っていた祭りを地域内の若者たちが、自ら希望して引

き継いだ。メンバーは20代～ 50代まで約50名である。若手

の参加によって変わったことは、以下に挙げる通りである。

・ 会場について：これまでの狭い神社境内から、はるか

に広い鉄道公園へ。

【表 3 】新城づくり計画（地域振興計画）pp.16-17 より抜粋



かごしま生涯学習研究－大学と地域  第 1 ・ 2 号（2017年 3 月）

－ 192 －

【表 4 】新城づくり計画（地域振興計画）pp.22-23 より抜粋

・ 設備について：それまでは特設ステージでやっていた

が、一昨年コンクリート製の常設ステージを、ボラン

ティアで作り上げた。

・ 出店について：これまで依頼していた業者から、自分

たちの手作り出店へ。

・ その他：地域民の寄付で300個の祭り提灯を購入、神

社から会場まで飾る。

「新城の風」の活動は、新城づくり計画の行動計画 8 「郷

土のシンボル「おたけどん」を大事にしたい」の実現に向

けてさらに期待するところである【表 4 】。

（4） 高齢者が子供たちを見守り・育てる「ふるさと

先生グループ」の活躍

新城地区では、地区内にある唯一の小学校・保育園との

つながりがとても深く、各種の活動を展開している。活動

の中心的な担い手が、地区の高齢者たちからなる「ふるさ

と先生」で、下記の活動などにおいて活躍している【表 5 】。

・ 子供たちと米、玉ねぎ、サツマイモ、落花生作り

・ ふれあい活動（授業参観、昔遊び、読み聞かせ）

・ ふれあい餅つき大会

・ 文化財少年団へ「鎌ん手踊り」の伝承指導

・ 郷土料理の実習と会食

・ 伝承行事保存会による「十五夜」「馬追い」行事の世

話と指導。

・ さわやか挨拶運動やスクールガードの活動。

・ 入学式・卒業式の参観や小学校と地区の合同運動会

（5） 地区民と地区外郷土出身者との心をつなぐ 103

年の歴史を広報誌「たより新城」の発行

大正３年の桜島の大噴火による被災からの復興をはかろ

うと、先人たちが「たより」書きを始めたのがきっかけで

ある。「新城時報」「新城村報」「おたけどん誌」「たより新城」

と誌名は変わってきた。現在の「たより新城」は 8 ページ

で年 4 回発行している。地区内全戸数約600部と地域外の

郷土出身者へ約350部発送している。現在の「たより新城」

になってから約40年が経っている。

今回の報告で取り上げた活動内容についても随時「たよ

り新城」で発信している【写真 2 】【写真 3 】。
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【表 5 】新城づくり計画（地域振興計画）pp.12-13 より抜粋

【写真 2 】「グランドゴルフ場」落成報告 【写真 3 】「新城の風」の活躍について
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（6） ふるさとの歴史を学び、地区民に郷土愛を育む

「郷土史研究会」

私たちの地区は史跡が多く、先人たちが現在までつない

できた郷土史研究会は歴史も古く、歴史学習や地域内に散

在する文化財に標識の設置や整備・清掃活動などを通して、

地域のまとまりや郷土愛を深めてきた。

３．評価・成果
これまでの新城地区の活動を振り返ると二つのことが言

えると思う。

ひとつは、「公民館は仕掛け人」であるということだ。

公民館は地域を元気づける仕掛け人の役割も担っている。

新城公民館は来訪者がとても多く、様々な声や情報が届け

られる。地域の声を大切にしながら、活動の改善や新規事

業の企画を行い、住民の活力の向上につなげている。

もう一つは、「多くの人が地域の主役」であるというこ

とだ。新城地区公民館は多岐に亘る組織をもっており、そ

れぞれが自立し、地域を支えている。そのことが全体とし

てのまとまりや活性化にもつながっている。

最後に　－今後の課題
公民館活動を支える地域住民の高齢化がすすんでおり、

今後の活動の活性化や継続のためにはどうしても後継者育

成が必要である。若人の集い（新城の風）に期待しているが、

さらにUターン、Iターン者を増やす方策の検討や情報発信

を継続しながら、若い世代が住みたくなるような魅力ある

地域づくりに努めていきたい。10年計画の見直しが急務で

ある。




